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　毎月開催される教育委員会定例会を傍聴することができます。日時・会場については、広報西東京・市ホームページでお知らせしています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
立
中
学
校
の
生
徒
が
記
者
と
な
っ
て
、

﹁
自
然
﹂や﹁
環
境
﹂を
テ
ー
マ
と
し
た
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
記
者
コ
ー
ナ
ー
①

と
な
っ
て
、

し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

西
東
京
市
文
化
財

（
市
文
化
財
第
35
号
）

み
ず   

こ       

じ  

ぞ
う   

ぼ    

さ
つ  

り
つ 

ぞ
う

水
子
地
蔵
菩
薩
立
像

教
育
委
員
会
報
告

〈
可
決
・
承
認
〉

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
事
務
局
処

務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
公
印
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
事
務
決
裁

及
び
専
決
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
担
当
職
の

職
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
西
東
京
市
社
会
教
育
指
導
員
の
設

置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

○
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

規
則
を
廃
止
す
る
規
則

○
西
東
京
市
体
育
指
導
委
員
に
関
す

　
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

○
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
施

行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
が
管
理
す

る
公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム

の
利
用
に
係
る
登
録
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
西
東
京
市
社
会
体
育
関
係
の
非
常

勤
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
廃
止
に

つ
い
て

○
平
成
21
年
度
西
東
京
市
教
育
委
員

会
表
彰
に
つ
い
て

○
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
委
嘱
及
び
解
嘱
に
つ
い
て

の
専
決
処
分
に
つ
い
て

○
西
東
京
市
立
学
校
の
教
職
員
の
処

分
の
内
申
に
つ
い
て

〈
協
議
〉

○
中
学
校
完
全
給
食
に
つ
い
て

〈
可
決
〉

○
平
成
22
年
度
西
東
京
市
立
小
・
中

学
校
の
校
長
及
び
副
校
長
の
人
事

の
内
申
に
つ
い
て

〈
協
議
〉
　

○
学
力
調
査
に
つ
い
て

〈
可
決
・
承
認
〉

○
平
成
22
年
度
西
東
京
市
教
育
委
員

会
の
教
育
目
標
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
教
育
関
係
補
正
予
算

に
つ
い
て
（
申
出
）
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
教
育
関
係
予
算
に
つ

い
て
（
申
出
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

〈
協
議
〉

○
菅
平
少
年
自
然
の
家
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て

〈
可
決
・
承
認
〉

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
憩
時
間
等
に
関
す
る

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
西
東
京
市
立
学
校
の
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

○
児
童
生
徒
の
出
席
停
止
に
関
す
る

事
務
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
の
人
事
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

〈
選
挙
〉

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の

選
挙
に
つ
い
て

〈
可
決
・
承
認
〉

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
の
職
員
の

人
事
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

○
西
東
京
市
立
学
校
長
に
関
す
る
措

置
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
西
東
京
市
立
学
校
の

校
長
人
事
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

◆
教
育
企
画
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
０

　
像
は
、
住
吉
町
一
丁
目
６
番
５
号

の
寳ほ
う

晃こ
う

院い
ん

に
あ
り
ま
す
。
台
石
の
上

の
岩
石
の
山
に
４
体
の
水
子
が
地
蔵

に
す
が
る
よ
う
に
這
い
登
る
姿
を
彫

刻
し
た
も
の
で
、
地
蔵
の
背
面
に

「
奉
納
大
乗
妙
典
日
本
廻
国
」と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。総
高
１
４
３
㎝
で
、台

石
正
面
に
は
「
武
州
新
座
郡
上
保
谷

村
　
願
主
　
天
下
太
平
　
奉
納
大
乗

妙
典
六
十
六
部
日
本
廻
國
供
養
　
國

土
安
寧
　
直
道
　
明
和
八
　
辛
卯
年

月
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
蔵

と
台
石
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
江
戸
時
代
の
明
和
８
年

（
1
7
7
1
年
）に
、
僧
直
道
が
六
部

と
な
っ
て
廻
国
す
る
途
上
に
水
子
地

蔵
を
建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
雲
の
上
の
地
蔵
に
す
が
る
水

子
で
表
現
さ
れ
て
い
る
構
図
は
、
十

王
経
な
ど
に
現
れ
る
地
蔵
の
説
法
や

地
蔵
和
讃
な
ど
の
仏
教
図
絵
を
彫
像

化
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
技
法
的
に
も
す
ぐ
れ
た
石
工

の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
王
と
は
、
冥
土
で
亡
者
の
罪
を
裁

断
す
る
十
人
の
王
の
こ
と
で
、
こ
の

う
ち
の
閻え
ん

魔ま

王お
う

が
地
蔵
に
あ
た
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
思
想
は
、

中
国
の
唐
代
末
あ
た
り
か
ら
盛
ん
と

な
り
、
日
本
で
は
平
安
時
代
末
に
伝

え
ら
れ
、
地
蔵
信
仰
と
し
て
鎌
倉
時

代
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
飢
饉
や
天
災
な
ど
に

よ
る
飢
餓
を
原
因
に
間
引
き
・
堕
胎
、

栄
養
不
良
に
よ
る
死
産
な
ど
が
多
く

な
り
、
嬰
児
を
供
養
す
る
た
め
に
水

子
地
蔵
信
仰
が
流
布
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
像
容
の
廻
国

僧
の
塔
は
市
内
唯
一
の
も
の
で
す
。

地
域
の
歴
史
や
信
仰
を
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
、
平
成
６
年
に
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

都
築
　
恵
美
子

【
第
１
回
臨
時
会
・
２
月
１２
日
】

【
第
２
回
定
例
会
・
２
月
２３
日
】

【
第
３
回
定
例
会
・
３
月
２７
日
】

【
第
２
回
臨
時
会
・
３
月
３１
日
】

【
第
１
回
定
例
会
・
１
月
２６
日
】

　
３
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

市
議
会
定
例
会
で
宮
田
清
藏
氏
が
教

育
委
員
と
し
て
同
意
さ
れ
、
３
月
31

日
付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
教
育
委
員
会
臨
時
会
の
選
挙

に
お
い
て
、
竹
尾
　
格
氏
が
委
員
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
教
育
企
画
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
０

　
躍
動
の
春
。
４
月
６
日
（
火
）
に

市
立
小
学
校
で
1
、
5
6
0
名
、
４

月
７
日
（
水
）
に
は
市
立
中
学
校
で

1
、
3
6
7
名
の
児
童
・
生
徒
が
晴

れ
て
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
多
く
の
友
だ
ち
を
つ
く
り
、
共
に

楽
し
い
小
・
中
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
企
画
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
０

　
西
武
柳
沢
駅
南
口
駅
前
の
都
営
住

宅
の
１
階
に
位
置
し
、
柳
沢
図
書
館

と
の
併
設
で
す
。
ロ
ビ
ー
は
市
内
６

館
で
随
一
の
広
さ
で
、
館
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
絵
画
、
写
真
な

ど
を
展
示
し
て
彩
り
を
添
え
て
い
ま

す
。
　
視
聴
覚
室
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
備
え
、
月
２
回
、
映
画
会
「
ム
ー

ビ
ー
ル
ー
ム
柳
沢
」
を
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
操
や
合
唱
、
多
人
数

で
の
講
演
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
会
議
室
は
３
つ
あ
り
、
多
目
的
な

活
用
が
可
能
で
す
。

　
工
作
室
で
は
、
陶
芸
、
木
彫
、
染

色
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
工
作
室
に
は
陶
芸
室
が
隣
接

し
、
一
年
を
通
し
て
「
や
き
も
の
」

が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
柳
沢
公
民
館
で
は
、
利
用
団
体
と

共
同
で
の
事
業
展
開
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
毎
夏
、
陶
芸
サ
ー
ク
ル
の

み
な
さ
ん
と
「
親
子
陶
芸
教
室
」
の

開
催
、
広
い
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
利
用
団
体
が
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
学
習
に
参
加
す
る

機
会
の
提
供
を
目
的
と
し
た
講
座
と

し
て
、
子
育
て
中
の
外
国
人
女
性
の

た
め
の
「
日
本
語
講
座
」
（
学
習
支

援
保
育
付
）
を
通
年
実
施
し
、
保
育

室
を
介
し
て
日
本
人
の
お
母
さ
ん
た

ち
と
の
交
流
も
促
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
知
的
障
害
の
青
年
の
た
め
の

「
く
る
み
学
級
」
も
年
間
を
と
お
し

て
地
域
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
で
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
力
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

　
柳
沢
公
民
館

０
４
２
（
４
６
４
）
８
２
１
１

　
市
役
所
田
無
庁
舎
の
隣
に
位
置
し
、

中
央
図
書
館
と
併
設
で
す
。

　
入
口
付
近
の
花
壇
は
市
民
団
体
に

よ
り
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ビ
ー

は
、
常
時
季
節
感
あ
ふ
れ
る
折
り
紙

作
品
で
彩
ら
れ
、
訪
ね
る
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
地
上
３
階
・
地
下
１
階
と

な
っ
て
お
り
、
３
つ
の
会
議
室
型
の

部
屋
の
他
に
、
実
習
室
、
視
聴
覚
室
、

保
育
室
、
印
刷
室
が
あ
り
、
様
々
な

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
習
室
に
は
調
理
機
能
が

備
わ
っ
て
お
り
、
調
理
サ
ー
ク
ル
の

活
動
や
料
理
講
座
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
田
無
公
民
館
で
は
各
種
講
座
の
実

施
の
他
、
知
的
障
害
者
の
青
年
学
級

「
あ
め
ん
ぼ
青
年
教
室
」
を
一
年
を

通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
団
体
と
協
力
し
て
毎
年
２
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は
田
無
公
民
館
ま
つ
り
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
30
を
超
え
る
サ

ー
ク
ル
が
協
力
し
て
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
近
隣
の
中
学
校
や
高
校
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
や

踊
り
の
発
表
や
作
品
展
示
、
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
日
々
の
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
共
に
地
域

の
人
々
の
出
会
い
と
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
る
た
め
に
、
市
内
の

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
が
力
を
合
わ
せ
て

実
施
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

　
田
無
公
民
館

０
４
２
（
４
６
１
）
１
１
７
０

　
矢
川
と
石
神
井
川
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
前
者
は
立
川
段
丘
の
崖

下
を
水
源
と
し
府
中
用
水
へ
と
流

れ
る
川
で
、
後
者
は
小
平
市
南
東

部
か
ら
練
馬
区
の
石
神
井
池
を
経

て
隅
田
川
へ
流
れ
込
む
川
で
あ
る
。

近
年
、
人
口
増
加
に
伴
い
人
々
が

住
み
や
す
い
町
作
り
を
す
る
た
め

に
様
々
な
工
事
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
一
つ
に
護
岸
工
事
が
あ
る
。
矢

川
や
石
神
井
川
も
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
工
法
が
異
な
る
。
矢
川
は

増
水
時
に
多
摩
川
か
ら
の
逆
流
を

防
ぐ
た
め
に
水
門
が
作
ら
れ
た
が

水
に
親
し
む
つ
く
り
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
石
神
井
川
は
洪
水
を

防
ぐ
た
め
深
く
掘
り
下
げ
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
鋼
板
の
垂
直
護
岸
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
矢
川
の

よ
う
に
河
原
へ
行
け
る
場
所
が
限

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
神
井
川

の
す
ぐ
脇
ま
で
家
が
建
て
ら
れ
て

い
る
た
め
川
に
降
り
て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
。
現
代
の
社
会
に
お

い
て
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、
矢
川
の
よ
う
な
親
水

公
園
を
作
る
こ
と
は
厳
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
田
無
第
一
中
学
校小

山
内
　
崇
人

教
育
委
員
に

教
育
委
員
に

　
　
　
つ
い
て

　
　
　
つ
い
て

教
育
委
員
に

教
育
委
員
に

　
　
　
つ
い
て

　
　
　
つ
い
て

教
育
委
員
に

　
　
　
つ
い
て

入

学

式

入

学

式

入

学

式

入

学

式

入

学

式

入

学

式

入

学

式

小金井公園を源流の
一つとする石神井川

東
京
の
川
に
お
け
る
問
題

館の運営を話し合う利用者懇談会

田
無
公
民
館

柳
沢
公
民
館

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
内
公
民
館
の

特
長
や
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
公
民
館
紹
介
①

平成22年度

明保中学校 入学式の様子


